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お客様へのご注意

ソリッドステート機器はエレクトロメカニカル機器とは動作特性が異なります。さらにソリッドステート機器
はいろいろな用途に使われることからも、この機器の取扱責任者はその使用目的が適切であるかどうかを充分
確認してください。この機器の使用によって何らかの損害が生じても当社は一切責任を負いません。詳しく
は、Pub. No. SGI-1.1『ソリッド・ステート・コントロール 安全ガイドライン』を参照してください。
本書で示す図表やプログラム例は本文を容易に理解できるように用意されているものであり、その結果として
の動作を保証するものではありません。個々の用途については数値や条件が変わってくることが多いため、当
社では図表などで示したアプリケーションを実際の作業で使用した場合の結果については責任を負いません。
本書に記載されている情報、回路、機器、装置、ソフトウェアの利用に関して特許上の問題が生じても、当社
は一切責任を負いません。
当社の事前の文書による承諾なしに、本ソフトウェアおよび本書の一部または全部を複製することを禁じま
す。
製品改良のため、仕様などを予告なく変更することがあります。
本書を通じて、特定の状況下で起こりうる人体または装置の損傷に対する警告および注意を示します。
注意：本書内の「注意」は正しい手順を行なわない場合に、人体に障害を加えうる事項、および装置の損傷ま

たは経済的な損害を生じうる事項を示します。
これらの項目により以下の説明を行ないます。
・ トラブルが起こりうる場合
・ トラブルの原因
・ 不適当な操作を行なった場合の結果
・ トラブルの回避方法
重要：ソフトウェアをご利用の場合は、データの消失が考えられますので、適当な媒体にアプリケーションプ

ログラムのバックアップをとることをお奨めします。
本版は、ABT-1394-TSJ21 - February,1998の和訳です。ABT-1394-TSJ21を正文といたします。



本書の使用方法

本書のフローチャートは、産業関連の制御に関して一般的な経験を有する専門家が使用するように作成してあ
ります。本書を使用する前に、フローチャートの記号とその意味を十分に理解しておくことが大切です。後述
する凡例を参照してください。また、システムを修理する際は、記号を理解するだけでなく、トラブルシュー
ティングの安全な習慣に従うことも大切です。安全を確保する上での注意点が付録の「安全確保に関する諸注
意」に掲載してあるので、修理を始める前に必ず目を通してください。本書は、システムがすでにセットアッ
プされ、正しく作動していること、およびラダーロジックや既存デバイスに最新の変更が行なわれていること
を前提にしています。また、手順はGML Commanderソフトウェアに基づいています。

本書の参考になる文献を挙げておきます。

• 『1394 Digital AC Multi−Axis Motion Control System User Manual』(Pub.No.1394−5.0)

• 『GML Commander Software Procedures Guide』(Cat.No.ABT−4100−TSJ51, February, 1998)

• 『GML Programming Manual』(Pub.No.999−104)

本書はほかのトレーニングマニュアルなしでも使用できますが、1394 GMCトレーニングコースで使用する
ために作成されたものです。
1394 GMCトレーニングコースやその他のトレーニングコースの詳細は、当社にお問い合わせください。

サポートが必要な場合は、当社にご連絡いただくか、米国内の場合は、次の電話番号へお問い合わせくださ
い。

• 1 (800) 462−8324 (登録済みのソフトウェアを所有している場合)(営業時間は東部時間の8AM～5PM)

• 1 (440) 646−6800 (営業時間は東部時間の8AM～5PM)

米国内で、営業時間外の緊急時オンサイトサービス/部品については、1 (800) 422−4913へご連絡ください。
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タブA

付録

安全確保に関する諸注意
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安全確保に関する諸注意

記号の後に数字を続けたものが、従うべきトラブルシューティングの手順の説明に出てきます。 記号
があったら、本書の巻末にある付録A「安全確保に関する諸注意」を必ず参照しなければなりません。守るべ
き重要な手順が示されています。これらの項目は皆さんや皆さんの同僚を守るためのものであり、マシン、プ
ロセス、ドライブが損傷する可能性を最小限にするために重要な詳細が説明されています。

トラブルシューティングを行なうときは、次に示す一般的な注意点を守ってください。

注意：電源を入れるときは、制御対象の装置に人を近づけないでください。障害は間欠性のものかも
しれません。マシンが予想外の動きをして、誰かを傷つけるおそれがあります。また、制御対象の装
置の電源を切る必要が生じた場合に備えて、緊急停止スイッチを操作する人を配置します。さらに、
安全確保に関する注意点について、NFPA 70E Part IIも参照してください。

注意：スイッチを操作するときは、決してマシンの内部に触れないでください。マシンが予想外の動
きをして、誰かを傷つけるおそれがあります。

注意：主電源遮断スイッチですべての電力を切ってください。

• 1つの電源だけを切っても、他の電源が切れるとは限りません。

• 補助電源に蓄積された電力を放電するか、抑制します。コンデンサ、バネ、蒸気、圧縮空気、水
圧系統などに蓄積されたエネルギーも対象になります。

• システムのモジュールを交換したり、修理したりするときは、NFPA 70E Part IIの全般的なガイ
ドラインに従います。

!

!

!
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各チャートはこの記号で始まります。

必ず、緑の線を矢印の方向に進んでく
ださい。

この記号は、その手順に関する安全確保
上の重要な注意を表します。付録A「安
全確保に関する諸注意」を参照してくだ
さい。

本書に登場するこのボックスは、網
掛けを塗り分けてあります。

質問をします。

この記号は、チャートの手順をその上
の図に対応づけています。

この記号は、図の項目や画面のうち、
それに対応するチャートをユーザが参
照すべき特定の項目または画面を指し
ています。

正確に答えて、先に進んでください。

この記号は、その番号が付いたページ
のチャートに続くという意味です。

E

D

2

はい

START

凡例

行なうべき操作を指示します。
問題の解決法を提案します。



手順

51
2
3
4
5
6

DH-485

A

選択した通信オプショ
ンに合わせてスイッチ

を設定する。

1
2
3
4
5
6

RS-232/422

左 右

左 右

1394 GMCシステムモジュールのスイッチ
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図

6はじめに1

はじめにスタート

はい

いいえ

1A

A

プログラム済みの全
システムパラメータ
のコピーを入手する

システムオペレータに
相談する。故障が起き
たときは、何が起こっ
たのかを突き止める

この障害は以前にも発
生したことがあるか

マシンやプロセスに関す
る明白な障害をすべて排

除しているか

その障害を解決する

その障害には一貫性が
ないか

システムモジュールのシリアル
ポートのスイッチは、通信モー
ドに適した設定になっているか

システムモジュールのシ
リアルポートのスイッチ
を正しく設定する

システム、軸モジュー
ル、またはその他のス
テータスLEDが、消灯、
赤の点灯、赤の点滅、緑
の点滅になっているか

はい

マシンやプロセスに関す
る障害をすべて修復する

いいえ

はい

いいえ いいえ

はい

はいいいえ



手順
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代表的な1394 GMCシステム

リモートI/O通信

PanelView 550tターミナル

DH-485

AxisLinkt
通信

GMLターミナル

RS-232/422

オペレータイン
ターフェイス

マシンインター
フェイス プロセスま

たはアプリ
ケーション

PLCrシステムFlex I/Ot通信

RIO



図

8
はじめに

1A

はじめにスタート

タブ1の続き

1B

はい

システムまたは軸が制御不
能な状態で動いているか

次の回路の配線は正しく構成さ
れているか

• 速度フィードバック

• 位置フィードバックデバイス

• 速度コマンド信号

『1394 User Manual』に従って
回路を正しく構成する

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニアま
たはRockwell Automationの
サポートに連絡のこと

位置フィードバックデバイスは
フィードバック信号をコントローラ

に送っているか

フィードバックケーブルまたは
フィードバックデバイスを修理

または交換する

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ



手順

9

代表的な1394 GMCシステム

リモートI/O通信

PanelView 550tターミナル

DH-485

AxisLinkt
通信

GMLターミナル

RS-232/422

オペレータ
インターフェイス

マシンインター
フェイス プロセス

またはアプリ
ケーション

PLCrシステムFlex I/Ot通信

RIO
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はじめに1B

はじめにスタート

タブ1Aの続き

1C 1F

システム位置エラーが使用限
界を超えているか

次のパラメータが、用途に不向き
な設定になっているか

• 比例ゲイン

• 積分ゲイン

• フィードフォワードゲイン

位置ループゲインはシステムに
適した設定になっているか

加減速はシステムに
適した設定になっているか

接地とシールドが不適切で、位置
フィードバック線または速度コマンド
線にノイズが混入しているか

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニア
またはRockwell Automationのサ

ポートに連絡のこと

システムに対して自動調整を実行す
る。『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと

はい

いいえ

はい

はいはい

はい

いいえ

いいえいいえ

いいえ
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代表的な1394 GMCシステム

リモートI/O通信

PanelView 550tターミナル

DH-485

AxisLinkt
通信

GMLターミナル

RS-232/422

オペレータ
インターフェイス

マシンインター
フェイス プロセス

またはアプリ
ケーション

PLCrシステムFlex I/Ot通信

RIO
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はじめに1C

はじめにスタート
タブ1Bの続き

1D

システムに必要な
モータacc/decは得ら

れるか

システムの惰性は許容
可能な使用限界を超え

ているか

システムの摩擦トルク
は許容可能な使用限界
を超えているか

システム電流は、希望す
る加減速を供給するのに

十分か

システム電流を調整し
て、希望する加減速を得
られるようにする

障害は本書の対象を超えていると思
われる。プラントエンジニアまたは
Rockwell Automationのサポートに

連絡のこと

はい
いいえ

いいえ

はい はい はい

いいえ いいえ
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GML Commanderオンライン接続

GMLターミナル

A

タグウィンドウで
フォルトコードを
調べる。

フォルトが発生したこと
を示すウィンドウで、ラ
ンタイム表示メッセージ
を調べる。

タグエクスプローラ
の軸システム変数を
クリックする。
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はじめに1D

はじめにスタート

タブ1Cの続き

1E 3

モータは速度コマンドに
反応するか

GML Commander Online
Connectionタグウィンドウ
にフォルトコードが表示さ

れるか

無効にしてから1.5秒以内に軸
を有効にできるか

コントローラと配線に、断線、欠
陥、誤接続がないかどうかを調べる

有効信号はモータに届い
ているか

モータ回路の開状態が障
害の原因になっているか

モータの熱過負荷に問題
があるか 9L

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニア
またはRockwell Automationのサ

ポートに連絡のこと

A はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい
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Configure Axis Use画面



画面
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はじめに1E

はじめにスタート

タブ1Dの続き

1F

モータが故障しているか

モータのトラブルシューティン
グを行なう。該当するモータマ

ニュアルを参照のこと

故障または欠陥のある機械部品
を修理または交換する

接触不良や過負荷などの機械的
理由でモータが反応しないのか

モータパラメータは
GML Commanderプログラムで正し

く設定されているか 次を調べる

• 速度ソース

• トルクソース

• CW, CCW, VELの各限界

軸モジュールに故障がないか

GML Online Connectionでフォルト
コードを調べる。タブ3を参照のこと

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい
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1394のコマンドと信号の配線

1
6

2

3
8
7

10

4
9

5

J5

レ
ゾ
ル
バ

A
B

D
E

H
G

1
2
3

8
7
6

5
4

91
2
3
4

PE接地棒へ

PE1
PE2
PE3

W1
V1
U1

TB1

モ
ー
タ
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はじめに1F

はじめにスタート

タブ1Eの続き

コマンドまたは信号の配線
にノイズが検出されたか

外部50/60Hz線周波数は
存在するか

単相ロジック電源からの
外部100/120Hz周波数は存

在するか

調整可能な速度デバイス
からの外部180/360Hz周波

数は存在するか

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニア
またはRockwell Automationの
サポートに連絡のこと 1G

『1394 User Manual』で接地と
固定のガイドラインを調べる

エンコーダのノイズが
障害の原因になってい

るか

はいいいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

はいはい

はい

はい
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エンコーダノイズ検出

A

B

チャネル

両チャネルの同時遷移を調べる

AがBを先
導する場合

BがAを先
導する場合

モータの向き

シャフト方向か
ら見た場合
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20

はじめに1G

はじめにスタート

タブ1Fの続き

エンコーダチャネルAとBに
同時遷移が検出されるか

オシロスコープを使い、次のようにしてエ
ンコーダノイズを調べる

1. リード線をエンコーダのチャネルA「ハ
イ」とチャネルA「ロー」に接続する

2. 誤りを取り除き、アプリケーションプ
ログラムを通常どおりに実行する

3. チャネルBを作動モニタとして使用し、
エンコーダチャネルAとBの同時遷移を
調べる

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニア
またはRockwell Automationのサ

ポートに連絡のこと

『1394 User Manual』で接地と
固定のガイドラインを調べる

はい

いいえ
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システムと軸モジュールのステータスLED
リモートI/O

ステータス
0
1
2

BA

A

B

1

1

2

2

ステータス
Axis Link

軸有効

A

B

E

D

C
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22LEDトラブル
シューティング2

LEDトラブルシューティングスタート

2A 2C2B

タブ1の続き

2D 2E 2G

A

B

C

2F

D

赤く点灯しているシス
テムモジュールのス
テータスLEDがあるか

速く点滅しているシス
テムモジュールのス
テータスLEDがあるか

消灯、赤の点灯、赤の
点滅、緑の点滅になっ
ている軸モジュール

LEDがあるか

遅く点滅しているシス
テムモジュールのス
テータスLEDがあるか

消灯、赤の点灯、赤の点
滅、緑の点滅になってい
るシステムモジュールの
フロントカバーのステー
タスLEDがあるか

消灯、赤の点灯、赤の点
滅、緑の点滅になってい
るAxisLink LEDがあるか

消灯、赤の点灯、赤の
点滅、緑の点滅になっ
ているリモートI/O

LEDがあるか E

はい いいえ
いいえ

いいえ
いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい



手順

23

システムモジュールのステータスLED

ステータス

0
1
2

リセット



図

24システムモジュールの
ステータスLED2A

システムモジュールのステータスLEDはどの状態か

ステータスLED

0

1

2 S

F
遅い点滅

速い点滅

赤の点灯

消灯

凡例

GML Commanderプログラムをセットアップ内
容とともにダウンロードし直す。『GML
Commander Procedures Guide』を参照のこと

コントローラを
リセットする

問題が解決しない場合は、コントローラを工場に送り返して、修理を依頼する。
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システムモジュールのステータスLED

ステータス
0
1
2



図

262B

ステータスLED

0

1

2 S

F

遅い点滅

速い点滅

赤の点灯

消灯

凡例

コントローラを工場に
送り返して、修理を依
頼する。

F

F

F

F

F

F

F F

F

F

F

F

システムモジュールのステータスLEDはどの状態か(続き)

システムモジュールの
ステータスLED (続き)
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システムモジュールのステータスLED

ステータス
0
1
2



図

28システムモジュールの
ステータスLED (続き)2C

ステータスLED

0

1

2 S

F

遅い点滅

速い点滅

赤の点灯

消灯

凡例

コントローラを工場に
送り返して、修理を依
頼する。

S

S

S

S

S S

S

S

S

S

S

S

システムモジュールのステータスLEDはどの状態か(続き)
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システムモジュールのフロントカバーLED

ステータス



図

30システムモジュール
LED2D

システムモジュールのフロントカバーLEDは何色か
システムモジュールLED

F 赤の点滅

緑の点灯

赤の点灯

消灯

凡例

すべての配線とターミネータを調べる。電源を入れ直して
初期化する。それでも解決しない場合は、コントローラを
修理に出す。

F 緑の点滅

F

F F

システムモジュールの電源を調べる。システムモジュール
にDC 24V電力が供給されていない。

修理は不要。システムには電源が入り、軸は有効になって
いる。

DCバスの電力、開始/終了回路の配線、ヒューズを調べる。
それでも解決しない場合は、コントローラを工場に修理に
出す。

システム・フォルト・コードをGML Commander Online
Connectionで調べる。システムのハードウェアに障害が発
生している。

F システムモジュールの入力配線板にあるシステムのイネー
ブルTB1とTB2にDC 24Vが来ていることを確認する。
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軸モジュールLED

軸有効



図

32軸モジュールLED2E

軸モジュールのLEDは何色か
軸モジュールLED

F 赤の点滅

緑の点滅

赤の点灯

消灯

凡例

F 緑の点滅

F

F F

3相24Vロジック電力がシステムモジュールに供給されているこ
とを確認する。システムモジュールの電源を調べる。

修理は不要。軸には電源が入り、フィードバックが有効に
なっている。

DCバスの電力、開始/終了回路の配線、ヒューズを調べ
る。それでも解決しない場合は、コントローラを工場に修
理に出す。

システム・フォルト・コードをGML Commander Online
Connectionで調べる。軸のハードウェアに障害が発生して
いる。

F GML Commanderプログラムをダウンロードするか、コ
ントローラの既存のプログラムを起動する。DC24V系統
の電力を調べる。

ターミネータを調べる。軸フォルトコードをGML Commander
Online Connectionで調べる。軸モジュールのハードウェアに
障害が発生している。
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AxisLinkステータスLED

Axis Link



図

34AxisLinkステータス
LED2F

AxisLinkのステータスLEDは何色か
AxisLinkのステータスLED

F 赤の点滅

緑の点灯

赤の点灯

消灯

凡例

F 緑の点滅

何もする必要はない。AxisLink通信は確立されている。

AxisLink接続に障害が発生している。96個を超えるリンク
エラーが発生している。タブ7Dに進む。

電源を調べる。コントローラまたは通信デバイスに電力が
来ていないか、ケーブルが断線している。

AxisLinkフォルトが発生し、AxisLinkがオフラインになっ
ている。タブ7Eに進む。

F

F F

F

AxisLinkフォルトコードをGML Commander Online
Connectionで調べる。タブ7に進む。

AxisLinkフォルトコードをGML Commander Online
Connectionで調べる。タブ7に進む。
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リモートI/OのステータスLED

BA

A

B

1

1

2

2

リモートI/O



図

36リモートI/Oのステータス
LED2G

リモートI/OのステータスLEDは何色か

通信障害が発生している。RIOフォルトコードをGML
Online Connectionで調べる。タブ5に進む。

リモートI/OのステータスLED

F 赤の点滅

緑の点灯

赤の点灯

消灯

凡例

F 緑の点滅

RIO通信は確立されている。何もする必要はない。

RIO接続に障害がある。RIOフォルトコードを
GML Online Connectionで調べる。タブ5に進む。

RIOフォルトが発生し、オフラインになっている。タブ5
に進む。

F

F
通信タイムアウトが発生している。RIOフォルトコードを
GML Online Connectionで調べる。タブ5に進む。
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

38トラブルシューティング・
フォルト・コード3

表示されたフォルトはどれか

フォルト番号 #
DH485_fault_code 1～5

フォルト番号 #
AxisLink_fault_code 1～5

フォルト番号 #
RIO_fault_code 1～9

フォルト番号 #
global_fault 1～15

4 5 6 7
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

フォルトの発生が表示されている
ウィンドウで、ランタイム表示
メッセージを調べる。

タグエクスプローラ
で軸システム変数を
クリックする。



画面

40トラブルシューティング・
フォルト・コード (続き)3A

フォルト #
DSP_feedback\_fault 1
Resolver_loss_fault 1
System_module_hard_fault 1
System_bus_over_
voltage_fault_1394 1
System_bus_under_
voltage_fault_1394 1
System_over_temp_fault_1394 1
System_control_power_fault 1
System_phase_loss_fault_1394 1
System_ground_fault 1

8 9 10

表示されたフォルトはどれか (続き)

フォルト #
runtime fault 1-34

フォルト #
Axis_fault 1-7
Drive_hard_fault 1
Axis_module_hard_fault 1
Axis_power_fault 1
Axis_bus_loss_fault 1
Axis_motor_over_temp_fault 1
Axis_drive_over_temp_fault 1
Axis_it_fault 1
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表示
されているウィンドウで、ランタイ
ム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

42グローバル・フォルト・コード1-54

9C 9D 9E 9F 9G

表示されたグローバル・フォルト・コードはどれか

フォルト番号 #
軸のエンコーダ信号損
フォルトまたはエンコーダ・
ノイズ・フォルト 1

フォルト番号 #
軸のハードウェア・オーバ
トラベル・フォルト 3

フォルト番号 #
軸のドライブフォルト 5

フォルト番号 #
軸のソフトウェア・オーバ
トラベル・フォルト 2

フォルト番号 #
軸の位置偏差フォルト 4
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

44グローバル・フォルト・コード6-104A

4C 4D 7 9H 5

表示されたグローバル・フォルト・コードはどれか (続き)

フォルト番号 #
アプリケーション・プログラ
ム・メモリ・フォルト 6

フォルト番号 #
Virtual軸のAxisLinkタイム
アウトフォルトまたは
AxisLink失敗 9

フォルト番号 #
RIOフォルト 10

フォルト番号 #
セットアップ・データ・
メモリ・フォルト 7

フォルト番号 #
AxisLink一般フォルト 8
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

46グローバル・フォルト・コード11, 13-154B

6 4E 4F 4G

表示されたグローバル・フォルト・コードはどれか (続き)

フォルト番号 #
DH−485一般フォルト 11

フォルト番号 #
フィードバック・
デバイス・フォルト 14

フォルト番号 #
Flex I/Oフォルト 13

フォルト番号 #
CPU利用率超過フォルト 15
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フロントパネルのキースイッチ

App. Lock



図

48アプリケーション・プログラム・メモリ・
フォルト4C

GML Commanderアプリケー
ションプログラムをコントローラ
にダウンロードし直す。『GML

Commander Procedures
Guide』を参照のこと

スタート

フロントパネルのキースイッチ
をAPP LOCKに切り換えて、コ
ントローラメモリをロックする

アプリケーションプログラム
にチェックサムエラーがある

タブ4Aの続き

Reset Fault GMLブロックを実行して
フォルトを解消する。『GML

Commander Procedures Guide』を
参照のこと
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フロントパネルのキースイッチ

App. Lock



図

50セットアップ・データ・メモリ・フォルト4D

スタート

プログラム済みのすべてのシステ
ムパラメータのコピーを取得する

フロントパネルのキースイッチを
APP LOCKに切り換えて、コント
ローラメモリをロックする

GML Commanderアプリケーション
プログラムをコントローラにダウン
ロードし直す。『GML Commander
Procedures Guide』を参照のこと

すべてのシステムおよびアプリケー
ション・セットアップ・データをコ
ントローラに入力し直す。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと

電源投入時セットアップパラメータ
値にチェックサムエラーがある

タブ4Aの続き

Reset Fault GMLブロックを実行し
て、フォルトを解消する。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと



手順

51



52Flex I/Oフォルト4E

スタート

Flex I/Oへの電力に
障害があるか

Flex I/Oへの電源を調べる。
必要に応じて修理する

Flex I/Oへのケーブル接続部が
ゆるんでいるか、壊れているか

タブ4Bの続き

Flex I/Oへのケーブル接続部を
修理するか交換する

Flex I/Oに障害があるか

Flex I/Oを修理するか交換する

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニアま
たはRockwell Automationのサポー

トに連絡のこと

いいえ

はい

はい

はいいいえ

いいえ
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォ
ルトコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



54フィードバック・デバイス・フォルト4F

スタート
タブ4Bの続き

システムモジュールを
Rockwell Administrationに送っ

て、修理を依頼する

位置フィードバックデバイスの
整合性検査が失敗した

フィードバック線の連続性また
はフィードバックデバイス自体

に障害があるか

次の手順に従う

1. フィードバック線の連続性を確認する

2. フィードバックデバイスに障害がないこ
とを確認する

3. GML Online Connectionを使用して、
フィードバックデバイス関連のフォルト
コードを調べる

フィードバックケーブルまたは
フィードバックデバイスを修理
するか交換する

画面

Reset Fault GMLブロックを実
行して、フォルトを解消する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと

いいえはい
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Configure Control Optionsメニュー



手順

56CPU利用率超過4G

タブ4Bの続き

スタート

CPU利用率が90%を超えた。これ
は、実行中のアプリケーションの

複雑さにとって高すぎる

Configure Control Optionsメニューの
Servo Update Rateを下げる

システムを再調整する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

58リモートI/Oフォルトコード1-95

表示されたリモートI/Oフォルトコードはどれか

5A 5B 5D 5F5E5C

フォルト番号 #
BTR送信失敗 1
BTW要求失敗 2

フォルト番号 #
データ読取り失敗 3

フォルト番号 #
スキャナ失敗 4

フォルト番号 #
出力送信失敗 5
入力読取り失敗 6

フォルト番号 #
初期化失敗 9

フォルト番号 #
セットアップ失敗 7
セットアップ失敗 8



手順
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1394 GMCシステムのリモートI/O

リモートI/O



画面

605A

スタート
タブ5の続き

I/Oスキャン中に、ブロック
転送読取りとブロック転送書
込みが同時に発生しているか

PLCプロセッサで、ブロック
転送読取りアドレスが誤った
構成になっているか

PLCプロセッサで、ブロック
転送書込みアドレスが誤った
構成になっているか

必要に応じてPLCプロセッサ
のブロック転送アドレスを

訂正する。

BTR送信失敗
BTW要求失敗

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニアま
たはRockwell Automationのサポー

トに連絡のこと

該当するPLCプロセッサマ
ニュアルを参照のこと

いいえ

はい

はい はい

いいえ いいえ
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Reset RIO Fault GMLブロック



画面

62データ読取り失敗5B

タブ5の続き
スタート

PLCプロセッサまたはSLCプ
ロセッサで、ブロック転送
データアドレスが誤った構成

になっているか

PLCプロセッサまたはSLCプ
ロセッサで、ディスクリート
転送データアドレスが誤った
構成になっているか

必要に応じて、PLCプロセッサ
またはSLCプロセッサのブロッ
ク転送アドレスを構成し直す

必要に応じて、PLCプロセッサ
またはSLCプロセッサのディス
クリート転送アドレスを構成し

直す

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニアま
たはRockwell Automationのサポー

トに連絡のこと

Reset RIO Fault GMLブロックを
実行して、フォルトを解消する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと

いいえ

いいえ

はい

はい
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リモートI/Oケーブルの構成

A

RIOボード

1

2
シールド

透明

青



画面

64スキャナ失敗5C

スタート
タブ5の続き

接続に誤配線がないかどうかを調べ
る。必要に応じて、リモートI/Oリ
ンクアダプタを修理するか交換する

リモートI/Oリンクアダプタ
は正常に機能しているか

アプリケーション・セット
アップで、リモートI/Oスキャ
ナ・セットアップ・データが
正しく構成されているか

アプリケーションセットアッ
プで構成されているリモート
I/Oパラメータを調べて、訂正
する。『GML Commander

Procedures Guide』を参照の
こと

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニアま
たはRockwell Automationの
サポートに連絡のこと

Reset RIO Fault GMLブロッ
クを実行して、フォルトを解
消する。『GML Commander
Procedures Guide』を参照

のこと

Reset RIO Fault GMLブロックを実
行して、フォルトを解消する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと

いいえ

いいえ

はい

はい
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1394 GMCシステムのリモートI/O

リモートI/O



画面

665D

スタート
タブ5の続き

指定されたスキャナI/Oラッ
クアドレスにディスクリート
入力と出力は存在するか

正しいスキャナI/Oラックアド
レスでディスクリート入力や
出力をプログラムする

システムでリモートI/Oアダ
プタを使用しているか

SLCプロセッサまたはPLCプロ
セッサはシステムモジュール

I/Oを正常にスキャンしているか

出力送信失敗
入力読取り失敗

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニアま
たはRockwell Automationのサ

ポートに連絡のこと

SLCプロセッサまたはPLCプロセッ
サのマニュアルを見て、トラブル
シューティング情報を得る

はい
いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい
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Reset RIO GMLブロック



画面

68セットアップ失敗5E

スタート タブ5の続き

アプリケーション・セット
アップ・メニューで、SLCプ
ロセッサのスキャナパラメー
タは正しく構成されているか

アプリケーション・セットアッ
プ・メニューで構成されたリ
モートI/Oパラメータを調べ
て、訂正する。『GML

Commander Procedures
Guide』を参照のこと

システムでリモートI/Oアダ
プタを使用しているか

アプリケーション・セットアッ
プ・メニューで構成されたリ
モートI/Oパラメータを調べ
て、訂正する。『GML

Commander Procedures
Guide』を参照のこと

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニア
またはRockwell Automationの
サポートに連絡のこと

Reset RIO Fault GMLブロックを実
行して、フォルトを解消する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと

アプリケーション・セット
アップ・メニューで、リモー
トI/Oのパラメータは正しく

構成されているか

はい

はいはいいいえ

いいえ

いいえ
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Configure Control Optionsメニュー



画面

70初期化失敗5F

スタート
タブ5の続き

Configure Control Optionsメニュー
で、リモートI/Oパラメータは正しく

構成されているか

アプリケーション・セットアップ・メ
ニューで構成されたリモートI/Oパラメータ
を調べて、訂正する。『GML Commander

Procedures Guide』を参照のこと

コントローラをリセットする。それで
も解決しない場合は、プラントエンジ
ニアまたはRockwell Automationのサ

ポートに連絡する

Reset RIO GMLブロックを実行し
て、フォルトを解消する。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと

はい

いいえ
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

72DH-485フォルトコード6

表示されているDH−485フォルトコードはどれか

6A 6B 6C 6D 6E

フォルト番号 #
不正コマンド 1

フォルト番号 #
トランザクション
ID不一致 2

フォルト番号 #
応答タイムアウト 3

フォルト番号 #
リモートデバイス
応答STSバイト 5

フォルト番号 #
コマンド失敗 4
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Reset DH−485 Fault GMLブロック



74不正コマンド6A

スタート

メッセージがリモートデバイス
に送信されていない

コントローラをDH−485ネット
ワークに接続し直す。接続部に
ゆるみや不良がないかどうかを

調べる

メッセージの構文は正しいかメッセージの構文を訂正する

コントローラはDH−485ネット
ワークから切断されているか

前のメッセージが完了するか、
タイムアウトになる前に、メッ

セージが送信された

タブ6の続き

Reset DH−485 Fault GMLブ
ロックを実行して、フォルトを
解消する。『GML Commander
Procedures Guide』を参照の

こと

Reset DH−485 Fault GMLブ
ロックを実行して、フォルトを
解消する。『GML Commander
Procedures Guide』を参照の

こと

画面

いいえ

いいえ

はい

はい
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トランザクションID不一致

メッセージ1

トランザクション
ID応答1

リモートデバイスコントローラ

メッセージ2メッセージ3

トランザクション
ID応答2



図

76トランザクションID不一致6B

スタート

メッセージはリモートデバイス
に送信されたが、トランザク
ションID応答が、デバイスに送
信されたメッセージのものと一

致しなかった

ネットワークトラフィックが激
しく、デバイスからの応答時間
が遅いので、メッセージと応答
が順番どおりにならなかった

タブ6の続き

それでも解決しない場合は、
プラントエンジニアまたは

Rockwell Automationのサポート
に連絡する

Reset DH−485 Fault GMLブロッ
クを実行して、フォルトを解消す

る。『GML Commander
Procedures Guide』を参照のこと
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応答タイムアウト

使用中のネットワーク・アドレス・ノード数×1秒 =応答時間



図

78応答タイムアウト6C

タブ6の続き
スタート

リモートデバイスはメッセージを受
信したが、許されるタイムアウト期

間内に応答しなかった

リモートデバイスへの電力に
障害があるか

リモートデバイスは動いているか

リモートデバイスへの電源を調べ
る。それでも解決しない場合は、プ
ラントエンジニアまたはRockwell
Automationのサポートに連絡する

リモートデバイスを修理または交
換する。それでも解決しない場合
は、プラントエンジニアまたは
Rockwell Automationのサポートに

連絡する

Reset DH−485 Fault GMLブロッ
クを実行して、フォルトを解消す

る。『GML Commander
Procedures Guide』を参照のこと

Reset DH−485 Fault GMLブロッ
クを実行して、フォルトを解消す

る。『GML Commander
Procedures Guide』を参照のこと

はい

はい
いいえ

No
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Reset DH−485 Fault GMLブロック



80コマンド失敗6D

スタート
タブ6の続き

リモートデバイスはDH−485通信を
受け入れるように構成されているか

リモートデバイスを修理または交換
する。それでも解決しない場合は、
プラントエンジニアまたはRockwell
Automationのサポートに連絡する

リモートデバイスに送信したメッ
セージが受信されなかった

リモートデバイスは、メッセージ
応答用に最大240データバイトを
コントローラに提供できなければ

ならない

Reset DH−485 Fault GMLブロッ
クを実行して、フォルトを解消す

る。『GML Commander
Procedures Guide』を参照のこと

画面

いいえ

はい
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Reset DH−485 Fault GMLブロック



82リモートデバイス応答STSバイト6E

スタート

タブ6の続き

リモートデバイスのマニュアルを見
て、ステータスバイト値の意味を判

断する

リモートデバイスに送信したメッ
セージは受信されたが、要求した操

作が実行されなかった。

Reset DH−485 Fault GMLブロック
を実行して、フォルトを解消する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと

画面
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

84AxisLinkフォルトコード7

7A 7B 7C 7D

表示されたAxisLinkフォルトコードはどれか

フォルト番号 #
コントローラの出力アクセス時
タイムアウト (0～7出力) 32～39
コントローラの出力アクセス時
タイムアウト (8～15出力) 40～47

フォルト番号 #
コントローラのデータアクセス時
タイムアウト (0～7データ) 64～71
コントローラのデータアクセス時
タイムアウト (8～15データ) 72～79

フォルト番号 #
オフライン 128

7E

フォルト番号 #
失敗 96

フォルト番号 #
コントローラのリンクアクセス時エラー (0～7) 16～23
コントローラのリンクアクセス時エラー (8～15) 24～31
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システムモジュールAxisLinkアドレスホイール
(標準ノード設定)

アドレス



図

86コントローラのリンクアクセス時エラー7A

タブ7の続き
スタート

標準ノード設定の場合は、コント
ローラのアドレスホイールがシス
テムモジュールで正しく設定され

ていることを確認する

システムに過度のEMIノイズまたは
干渉があるか

指定されたモーションコントローラ
へのAxisLink接続に対して連続性検
査を実行する。配線や構成の障害を

訂正する

1G

コントローラが、指定されたモー
ションコントローラとの通信リン

クを確立できない

Reset AxisLink Fault GMLブロッ
クを実行して、フォルトを解消す

る。『GML Commander
Procedures Guide』を参照のこと

拡張ノード設定の場合、コント
ローラアドレスがAxisLinkシステム
で構成されていることを確認する

いいえ

はい
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Reset AxisLink Fault GMLブロック



画面

88コントローラの出力アクセス時タイムアウト7B

タブ7の続き
スタート

指定されたコントローラのアドレ
スがAxisLink Input Groupsで構成
されていることを確認する。『GML
Commander Procedures Guide』

を参照のこと

指定されたコントローラ (0～15)
が停止しているか、AxisLink出力の

更新が開始されない

指定されたコントローラを調べ
て、AxisLinkの動作用に構成されて
いる、および機能していることを

確認する

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

Reset AxisLink Fault GMLブロッ
クを実行して、フォルトを解消す

る。『GML Commander
Procedures Guide』を参照のこと
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AxisLink Configuration画面



画面

90コントローラのデータアクセス時タイムアウト7C

タブ7の続き
スタート

現在のアプリケーションプログラムで
は、指定されたモーションコントロー
ラのデータを読み取ることができない

指定されたコントローラを調べ
て、AxisLinkの動作用に構成されて
いること、および機能しているこ

とを確認する

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

Reset AxisLink Fault GMLブロック
を実行して、フォルトを解消する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと
指定されたコントローラのアドレス
がアプリケーションプログラムで構
成されていることを確認する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと
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1394 AxisLinkケーブルの構成

1

2
シールド

透明

青

J
1



図

92失敗 (96以上のリンクエラー)7D

スタート

アプリケーションプログラムは
動いているか

タブ7の続き

少なくとも96のリンクエラーがあり、
コントローラがいつオフラインになっ

てもおかしくない

システムに過度のEMIノイズ
または干渉があるか

指定されたモーションコントローラへ
のAxisLinkに対して検査を実行する。
配線や構成の障害を訂正する

1G

コントローラは、指定されたコント
ローラとのAxisLink通信を自動的に確立
し直そうとする。それで解決した場合
は、AxisLink通信が再開される

7F

いいえ

いいえ

はい

はい
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1394 AxisLinkケーブルの構成

1

2
シールド

透明

青

J
1



図

94オフライン7E

スタート

AxisLinkケーブルの終端が正しく
構成されていることを確認する

コントローラをリセットする

タブ7の続き

少なくとも256のリンクエラーがあ
り、AxisLink接続が終了し、シャッ

トダウンされた

アプリケーションは動いているか

7F

はい いいえ
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Control Setting GMLブロック



画面

96オフライン (続き)7F

スタート

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

タブ7Eの続き

GML Commanderダイレクト・コ
マンド・メニューで、次の操作を
行なう

1. Control Setting GMLブロック
を選択して、開く

2. Adjustを選択する

3. AxisLinkデータビットの起動時
値を0に設定する

4. AxisLink接続を使用不能にする

5. AxisLink接続を使用可能にする

6. Executeを選択する
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォ
ルトコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

98システムモジュールのフォルト8

表示されたシステムモジュールのフォルトはどれか

フォルト番号 #
DSP_feedback_fault 1

8B 8C 8D 8E

フォルト番号 #
Resolver_loss_fault 1

フォルト番号 #
System_module_hard_fault 1

フォルト番号 #
System_bus_over_voltage_fault 1
System_bus_under_voltage_fault 1
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表示
されているウィンドウで、ランタイ
ム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

100システムモジュールのフォルト (続き)8A

表示されたシステムモジュールのフォルトはどれか (続き)

フォルト番号 #
System_over_temp_fault 1

8F

フォルト番号 #
System_phase_loss_fault 1

フォルト番号 #
System_control_power_fault 1

フォルト番号 #
System_ground_fault 1

8G 8H 8I
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DSPフィードバックフォルト

終端抵抗



102DSPフィードバックフォルト8B

軸モジュールのDSPサブシステム
との通信に失敗すると、このフォ

ルトが発生する

スタート
タブ8の続き

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニアま
たはRockwell Automationのサポー

トに連絡のこと

最後の軸モジュールの終端抵抗が
ゆるんでいるか、存在しない

軸モジュールの終端抵抗を
締めるか交換する

図

いいえ はい
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1394レゾルバの配線図

1
6

2

3
8

7

10

4
9

5

J5
ワイヤ1 −黒 − Axis X R1 A

レゾルバ

ワイヤ1 −白 − Axis X R2 B
ワイヤ1 −シールド
ワイヤ2 −黒 − Axis X S1 D
ワイヤ2 −赤 − Axis X S3 E
ワイヤ2 −シールド

ワイヤ3 −緑 − Axis X S3 G
ワイヤ3 −シールド

ワイヤ3 −黒 − Axis X S4 H

ケーブルシールド

A
B

D
E

H
G



図

104レゾルバ信号損フォルト8C

タブ8の続き

スタート

コントローラが、軸に対応するレ
ゾルバ信号の検出に失敗すると、

このフォルトが発生する

接続の配線は正しいか

レゾルバ接続とケーブルピンに
対して連続性検査を行なう

コマンドまたは信号配線にノイズ
が検出されたか

1F

接続やコネクタピンの誤配線を訂
正する。『1394 User Manual』を

参照のこと

Reset Fault GMLブロックを実行
して、フォルトを解消する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニア
またはRockwell Automationの
サポートに連絡のこと

はい

はい

いいえ

いいえ
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

106System_module_hard_fault (システムモジュール
のハードウェアフォルト)8D

タブ6の続き

スタート

このフォルトは、一般的なシステム
フォルトが発生していることを表して

いる

GML Online Connectionを使用して、
特定のシステムフォルトの有無を調べ
る。『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと

Reset Fault GMLブロックを実行し
て、フォルトを解消する。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと
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1394バス電圧のテストポイント

TP1

TP2



図

108System_bus_over_voltage_fault (システムモジュールの
バス電圧範囲超過フォルト)
System_bus_under_voltage_fault (システムモジュール
のバス電圧範囲未満フォルト)

8E

タブ8の続き

スタート

このフォルトは、システム電圧が
AC 810Vを超えているか、AC

275V未満に低下したことを表す

システムモジュールのフロントカ
バー内部にあるCAUTIONラベルの
背後のテストポイントTP1とTP2
で、システムバスの電圧を計測する

システムバスの電圧がAC 275V
未満に低下しているか

Reset Fault GMLブロックを実行し
て、フォルトを解消する。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと

Reset Fault GMLブロックを実行し
て、フォルトを解消する。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと

軸モジュールのすべての組み合わせ
におけるRMS/ピークパワーを計算
する。外部シャントが必要かどうか

を判断する

AC380/460 Vの入力線電圧を調べ
て、連続性と整合性を確認する

はいいいえ
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システムモジュールの温度超過

≥122_F (50_C)



図

110System_over_temp_fault (システムモジュールの温度超過フォルト)8F

タブ8Aの続き

スタート

システムモジュール内の温度
が最大許容値の122°F (50°C)

を超えている

用途上の必要に応じて、次の手順
に従う

• 制御キャビネットを通るエア
フロー電圧を上げる

• システムのacc/decデュー
ティサイクルを下げる

• その区域の温度を下げる それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

Reset Fault GMLブロックを実行し
て、フォルトを解消する。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと
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1394電源ブロック図

DC+

INT

W2

W1

COL

W
V

PE

U
3相入力AC380～460V RMS

ユーザ供給のAC24V RMS
またはDC24V(無極性)

オプションの外部シャント

システムグラウンド



図

112System_control_power_fault (システムモジュールのコントローラ
電源フォルト)8G

タブ8Aの続き

スタート

システムの制御電圧が、AC19Vま
たはDC18.75V未満に下がった

か、完全に途絶えた

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

Reset Fault GMLブロックを実行し
て、フォルトを解消する。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと

フロントカバー内部のシステムモ
ジュールの電源ブロックにある入力
ポイントW1とW2で、システムの制
御電圧をモニタし、修正する
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1394電源ブロック図

DC+

INT

W2
W1

COL

W
V

PE

U
3相入力AC380～460V RMS

ユーザ供給のAC24V RMS
またはDC24V(無極性)

オプションの外部シャント

システムグラウンド



図

114System_phase_loss_fault (システムモジュールの位相損フォルト)8H

タブ8Aの続き

スタート

このフォルトは、システムの1つ
以上の位相でメイン電圧電源が

失われたことを表す

フロントカバー内部のシステムモ
ジュールの電源ブロックにある入
力ポイントU, V, Wで、システム
の制御電圧をモニタし、修正する

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

Reset Fault GMLブロックを実行
して、フォルトを解消する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと
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P
E1 P
E2 P
E3

他の軸モジュールへ
(PE 1)

P
E

システムモジュール
の電源ブロック 78

軸モジュール

モータ
オプションの3相入
力ニュートラル

設備グラウンド

1394 GMCシステムの接地図



116System_ground_fault (システムモジュールの接地フォルト)8I

タブ8Aの続き

スタート

このフォルトは、ドライブからPEグラ
ウンド接続部を通って電流が流れている

ことを表す

GML Commander Online Connectionで
電力関係のフォルトコードを調べる

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

1つ以上の軸モジュールの電源トランジ
スタが故障している可能性がある。
プラントエンジニアまたはRockwell
Automationのサポートに連絡して、

指示を仰ぐ

図

Reset Fault GMLブロックを実行し
て、フォルトを解消する。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

118軸フォルト (コード1-4)9

表示された軸フォルトコードはどれか

フォルト番号 #
エンコーダ・ノイズ・フォルト
またはエンコーダ信号損フォルト 1

9C 9D 9E 9F

フォルト番号 #
位置偏差許容範囲超過フォルト 4

フォルト番号 #
ソフトウェア・オーバトラベル・
フォルト 2

フォルト番号 #
ハードウェア・オーバトラベル・
フォルト 3
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

120軸フォルト (コード5-7)9A

表示された軸フォルトコードはどれか (続き)

フォルト番号 #
ドライブフォルト 5

9H 9I9G

フォルト番号 #
AxisLinkタイムアウト 7

フォルト番号 #
AxisLink失敗 6



手順

121

GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

122軸フォルト (続き)9B

表示されたフォルトコードはどれか

フォルト番号 #
Drive_hard_fault 1
Axis_module_hard_fault 1

9J 9K 9L

フォルト番号 #
Axis_motor_over_temp_fault 1
Axis_drive_over_temp_fault 1

フォルト番号 #
Axis_power_fault 1
Axis_bus_loss_fault 1

9M

フォルト番号 #
Axis_it_fault 1
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エンコーダの配線図

1
2
3
4
5
6

7

9
8

10
11

12

J3

チャネルAハイ
チャネルAロー

チャネルBハイ
チャネルBロー

チャネルZロー
チャネルZハイ

+5V出力
コモン出力
シールド
ストローブX

コモン入力
+5V入力

A
H
B
I

C
J
D
F

エンコーダ



図

124エンコーダ・ノイズ・フォルトまたはエンコーダ信号損フォルト9C

タブ9の続き

スタート

障害は本書の対象を超えていると
思われる。プラントエンジニアま
たはRockwell Automationのサポー

トに連絡のこと

コントローラが、軸に対応するエ
ンコーダ信号の検出に失敗する
と、このフォルトが発生する

接続部の配線は正しいか

エンコーダの接続部とケーブルピ
ンに対して連続性検査を行なう

コマンド線や信号線にノイズは検
出されたか

1F

接続部やコネクタピンの誤配線を
修正する。『1394 User Manual』

を参照のこと

GML Online ManagerのClear Axis
Fault GMLブロックを使用して、
フォルトビットを0にリセットする。
『GML Procedures Guide』を参照

のこと

はい

はいいいえ

いいえ
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Control Setting GMLブロック



画面

126ソフトウェア・オーバトラベル・フォルト9D

タブ9の続き
スタート

Software Overtravel Limits範囲に
入ったときにドライブがどの方向
に動いているかを判断する

フォルトを解消するには、次の手順に従う

1. Control Setting GMLブロックを選択して実
行する

2. Software Overtravel Checkingデータビット
を無効にする

3. Reset Fault GMLブロックを使用して、
フォルトを解消する。Feedback GMLブ
ロックを実行して、フィードバックをオン
にする

4. Move Axisブロックを使用して、Software
Travel Limits範囲内の軸を、オーバトラベ
ルに入ったときに移動した方向とは逆に移
動する

5. Control Settingブロックで、Software
Overtravel Checkingデータビットを有効に
する

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する
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Control Setting GMLブロック



画面

128ハードウェア・オーバトラベル・フォルト9E

タブ9の続き
スタート

Hardware Overtravel Limits範囲に
入ったときにドライブが移動する

方向を判断する

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

フォルトを解消するために、次の手順に従う

1. Control Setting GMLブロックを選択して実
行する

2. Hardware Overtravel Checkingデータビッ
トを有効にする

3. Feedback GMLブロックを選択して実行
し、軸に対してフィードバックを有効にす
る

4. Move Axisブロックを使用して、Software
Travel Limits範囲内の軸を、オーバトラベ
ルに入ったときに動いた方向とは逆に移動
する

5. Control Settingブロックで、Hardware
Overtravel Checkingデータビットを有効に
する



手順

129

Feedback GMLブロック



画面

130位置偏差許容範囲超過フォルト9F

タブ9の続き
スタート

それでも解決しない場合は、プラン
トエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

フォルトを解消するために、次の手順に従う

1. Feedback GMLブロックを選択して、軸
に対してフィードバックを有効にする

2. Command PositionがActual Positionに等
しいことを確認する

3. アプリケーションプログラムをリセット
する



手順

131

GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

132ドライブフォルト9G

9Aタブの続き

スタート

このフォルトは、特定の軸で
ドライブフォルトが発生した

ことを表す

GML Online Connectionを使用し
て、特定の軸のドライブフォルトを
調べる。『GML Commander

Procedures Guide』を参照のこと

Reset Fault GMLブロックを実行
して、フォルトを解消する。
『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

134AxisLink 失敗9H

タブ9Aの続き

スタート

このフォルトは、AxisLink通信障害
が発生したことを表す

GML Online Connectionを使用し
て、特定のAxisLinkフォルトを調べ
る。『GML Commander Procedures

Guide』を参照のこと

7

Reset Fault GMLブロックを実行
して、フォルトを解消する
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

136AxisLink タイムアウト9I

タブ9Aの続き

スタート

このフォルトは、AxisLink通信のタ
イムアウトが発生したことを表す

GML Online Connectionを使用し
て、特定のAxisLinkフォルトを調べ

る。『GML Commander
Procedures Guide』を参照のこと

7

Reset Fault GMLブロックを実行し
て、フォルトを解消する。

『GML Commander Procedures
Guide』を参照のこと
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



画面

138Drive_hard_fault (ドライブのハードウェアフォルト)
Axis_module_hard_fault (軸モジュールのハードウェアフォルト)9J

タブ9Bの続き
スタート

GML Online Connectionを使用し
て、ドライブまたは軸モジュール
のハードフォルト変数を調べる。
どのドライブまたは軸モジュール

が故障したかを判断する

障害が解決したら、次の手順に
従う

1. Reset Faultブロックを使用
してドライブをリセットする

2. コントローラをリセットする

3. 24V制御電力を入れ直す
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1394軸モジュールの電源ブロック図

1
2
3

8
7
6

5
4

91
2
3
4

PE接地棒へ

PE1
PE2
PE3

W1
V1
U1

モータ



図

140Axis_power_fault (軸モジュールの電源フォルト)
Axis_bus_loss_fault (軸モジュールのバス損フォルト)9K

タブ9Bの続きスタート

軸モジュールからU, V, Wのリード
線を取り外して、モータの電位 (接

地電力)を調べる

読取り値がMegaOhm範囲にない場
合は、オーム計を使用して、モータ
ケースにつながるモータレグを検査
する。モータとケーブルが大丈夫な
ら、軸モジュールを交換しなければ

ならない

メガーを使用して、地面への漏電
の有無を検査するために次の項目
を調べる

• モータレグ

• モータケーブル

• 軸モジュールの電源トランジス
タ

ターミネータを調べて、1394コント
ローラの最後の軸モジュールにしっか
り取付けられていることを確認する

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する
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軸モータまたはドライブの温度フォルト

軸モジュール≥122ﾟF(50ﾟC)

モータ巻線≥311ﾟF(155ﾟC)

モータケース≥212ﾟF(100ﾟC)



図

142Axis_motor_over_temp_fault (軸モジュールのモータ温度超過フォルト)
Axis_drive_over_temp_fault_1394 (軸モジュールの1394ドライブ温度超過フォルト)9L

タブ9Bの続きスタート

軸モジュール内の温度が最大許容値
である122°F (50°C)を超えた

用途上の必要に応じて、次の手順
に従う

• 制御キャビネットを通るエアフ
ロー電圧を上げる

• システムのacc/decデューティ
サイクルを下げる

モータの熱フォルトスイッチの
入力制御が開いているか

モータ内部の温度が最大値を超え
たか、モータのデューティサイク
ルが高すぎる。モータの仕様書を

参照のこと

それでも解決しない場合は、プラ
ントエンジニアまたはRockwell

Automationのサポートに連絡する

いいえ

はい
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1394軸モジュールの電源ブロック図

1
2
3

8
7
6

5
4

91
2
3
4

PE接地棒へ

PE1
PE2
PE3

W1
V1
U1

モータ



図

144Axis_it_fault (軸モジュールのItフォルト)9M

タブ9Bの続き
スタート

U, V, Wのリード線の周囲にフェラ
イトコアが取付けられていないこ
とを確認する。取付けられている
場合は、そのフェライトコアを取

り外す

RMSアプリケーショントルクを調
べて、デューティサイクル中の平
均電流が軸モジュールの連続定格
値を超えていないことを確認する

有効な軸モジュールの1つが、時間
が経つにつれて積分されたモータ
電流が電源ブロックの容量を超え

たことを検出した

アナログ出力の電流と速度を検査
する。デューティサイクル中の

RMS電流を計算する。電流をトル
クに関連づけるために、Kt定数を

使用する
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GML Commanderオンライン接続

タグウィンドウでフォル
トコードを調べる。

プロシージャフォルトの発生が表
示されているウィンドウで、ラン
タイム表示メッセージを調べる。

タグエクスプローラで軸
システム変数を調べる。



146ランタイムフォルト (コード1-4)10

コマンドにカンマ(,)がない

コード 説明 原因/推奨する操作

コマンドが不正1

2

演算式に等号(=)がない

gotoのラベルがない

3

4

画面

• コマンドの構文が正しいかどうかを調べる。

• コマンド現在の構成でアプリケーションに対してコマンド
を実行できることを確認する。

• コマンドの構文が正しいかどうかを調べる。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コマンドの構文が正しいかどうかを調べる。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コマンドの構文が正しいかどうかを調べる。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。
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ランタイムフォルトコードの解釈

コード 説明 原因/推奨する操作

5

6

7

8

コマンドに{または}がない

コマンドに[または]がない

コマンドに(または)がない

コマンドに余計な文字がある

• コマンドの構文が正しいかどうかを調べる。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コマンドの構文が正しいかどうかを調べる。コマンドの最
後の文字はRETURNまたはコロンでなければならない。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コマンドの構文が正しいかどうかを調べる。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コマンドの構文が正しいかどうかを調べる。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。



148ランタイムフォルト (コード5-12)10A

コード 説明 原因/推奨する操作

9

10

11

12

軸参照が不正

数値フォーマットが不正

動作が不正

演算式が不正

手順

• 現在の動作条件下で、そのコマンドの実行が可能かどうか
を調べる。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• 認識不能または不正なコマンドを訂正する。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コマンドの不正な数値表現または形式を訂正する。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コマンドの構文が正しいかどうかを調べる。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。
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ランタイムフォルトコードの解釈(続き)

コード 説明 原因/推奨する操作

13

14

15

16

軸の構成が不正

データ参照が不正

範囲外の値

フィードバックオンでの
不正なコマンド

• 不正な数値表現または形式でコマンドが作成されている。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コントローラが、不正な作業データビートまたはデフォル
トデータビットを設定または取得しようとした。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• 作業値が不正な値に設定されている。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• 指定された軸フィードバックが有効になっているときには
実行できないコマンドを実行しようとした。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。



150ランタイムフォルト (コード13-20)10B

コード 説明 原因/推奨する操作

17

18

19

20

フィードバックオフでの
不正なコマンド

オーバトラベル中の
不正なコマンド

プログラムの実行中の
不正なコマンド

プログラム・チェックサム・エ
ラー

手順

• 指定された軸フィードバックが無効になっているときには
実行できないコマンドを実行しようとした。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• 指定された軸がオーバトラベル状態になっているときには
実行できないコマンドを実行しようとした。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• アプリケーションプログラムが実行されているときには実
行できないコマンドを実行しようとした。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コントローラメモリが損傷した結果、プログラムのチェッ
クサムエラーが発生した。タブ4Cを参照のこと。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。
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ランタイムフォルトコードの解釈 (続き)

コード 説明 原因/推奨する操作

21

22

23

24

直接コマンドが不正

ロックされたメモリに
アクセスしようとした

タスクが実行されていない

オプションのハードウェア
が見つからない

Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• 現在の構成では、アプリケーションプログラムが直接コマ
ンドを実行できない。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• コントローラメモリがロックされている。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。



152ランタイムフォルト (コード21-28)10C

コード 説明 原因/推奨する操作

25

26

27

28

手順
未知のAxisLinkデバイスにアクセ
スしようとした

未知のRIOデバイス (スキャナ)

不良アーク (円弧補間)

時間が不十分 (線形補間)

• 更新されていないか無効なAxisLinkノードの情報が要求され
た。タブ7Aを参照のこと。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• プログラムで構成されていないか無効なRIOデバイスの情
報が要求された。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• 構成上の制限のせいで、要求されたアークをアプリケー
ションプログラムが実行できない。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• アプリケーションプログラムが、要求された線形補間を指
定時間内に実行できない。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。
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ランタイムフォルトコードの解釈 (続き)

コード 説明 原因/推奨する操作

29

30

31

32

パス参照が不正

Flex I/O信号損または失敗

不正なマージ (補間)

DSPエラー

• 情報の要求先のFlex I/Oアドレスが構成されていない、障害
がある、または無効です。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

無効 − 1394 GMCシステムでは使用されていない。

• ファームウェアコードの実行時に不正な条件が発生した。
コントローラをリセットする。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• 構成上の制限のせいで、要求された補間コマンドをアプリ
ケーションプログラムが実行できない。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。



154ランタイムフォルト (コード29-34)10D

コード 説明 原因/推奨する操作 手順

33

34

コミッションエラー1394

フォルト・リング・エラー
1394

• 初期化中に発生した − GML Online Connectionを調べて、
他のフォルトの有無を検査する。タブ3を参照のこと。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。

• GML Online Connectionを調べて、他のフォルトの有無を
検査する。タブ3を参照のこと。

• Equation GMLブロックを使用して、フォルトビットを0に
リセットする。
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安全確保に関する諸注意
(修理に取りかかる前に読んでください)

注意:
1. システムの計画立案や導入、運用開始、その後の保守を行なうのは、1394

Digital AC Multi−Axis Motion Controlシステムやそれに関連する機器に関す
る知識がある人だけに限ってください。
これを守らないと、けがや装置の損傷が発生するおそれがあります。

2. この製品には、蓄積エネルギーを利用するデバイスが含まれています。感
電を防止するため、この装置を点検、修理、除去するときは、コンデンサ
のすべての電圧が放電されていることを確認してください。本書に示した
手順に従うときは、そのための資格を得た上で、ソリッドステート制御装
置の知識と、NFPA 70Eに記載された安全確保手順を身につけてくださ
い。

3. 現場の安全と電気に関する規制については、システムインテグレータが責
任を負います。

!
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安全確保に
関する諸注意A

4. デバイスの設置方法や使用方法を誤ると、部品が損傷したり、製品寿命が短
くなったりするおそれがあります。配線ミスや使用法の誤りなどの有害な状
態が発生すると、モータの寸法不足、AC電源の不良や不適切な供給、温度
の過度な上昇、ドライブの故障などが起こるおそれがあります。

5. このドライブには、ESD(静電気)に敏感な部品や装置が使用されています。
設置、試験、保守、修理を行なうときは、帯電防止に努める必要がありま
す。帯電防止手順に従わないと、製品が損傷するおそれがあります。帯電防
止手順に詳しくない場合は、Pub.No. 8000−4.5.2『Guarding Against
Electrostatic Damage』や、その他の帯電防止ハンドブックを参照してくだ
さい。

安全確保に関する諸注意
(続き)
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